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平成22年度予算可決

議会構成決まる！
ここが聞きたい９人が登壇

②
⑥
⑩新新

一般質問一般質問

当初予算当初予算

宇美町議会の新体制決まる！



◎
平
成
22
年
４
月
か
ら
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

内
に
あ
る
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
、ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
町
民
活
動
の
窓
口
と
し
、ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
関
す
る
情
報
収
集
や
発
信
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
支
援
。

◎
各
小
中
学
校
に
お
い
て
地
域
に
よ
る
、地
域

の
た
め
の
教
育
、地
域
住
民
が
思
い
や
り
、

知
恵
を
寄
せ
合
う「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
」の
推
進
。

◎「
宇
美
町
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
」で
災
害
要
援
護
者
支
援

プ
ラ
ン
、防
犯
対
策
プ
ラ
ン
、交
通
安
全
プ

ラ
ン
の
策
定
。

◎
地
震
に
よ
る
建
築
物
倒
壊
な
ど
の
被
害
か

ら
住
民
の
生
命
及
び
財
産
を
保
護
す
る
た

め「
宇
美
町
耐
震
改
修
促
進
計
画
」を
策
定
。

◎
地
域
の
自
主
防
災
組
織
が
町
内
全
体
に
広

が
る
よ
う
な
施
策
を
展
開
。

◎
国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
康
診
査
の
対
象

者
の
利
便
性
及
び
受
診
率
の
向
上
を
図
る

　
た
め
、集
団
健
診
に
加
え
医
療
機
関
で
の

個
別
健
診
も
実
施
。

　３月11日から26日まで

の会期で開催されました。

　町長・教育委員会行政報

告がありました。

　議案は、人事案１件、専決

処分1件、協議案５件、条例

案５件、予算案11件、計23

件すべて可決しました。

　一般質問は９議員13項

目の質問がありました。

　議員提出議案３件、請願

１件を審議しました。

●
豊
か
で
活
力
あ
る

　
　地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

　
　
　
　
　
　
　基
盤
形
成
支
援

●
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

●
健
康
・
環
境
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

21万円のまちづくり21万円のまちづくり21万円のまちづくり21万円のまちづくり
 96億4,737万円 （賛成11：反対2） 96億4,737万円 （賛成11：反対2）

重
点
事
業

平
成
22
年
度

歳入 （単位万円）
比　較科   目 前　年本　年
1億4,642

895

475

408

 2億3,889

3億6,753

8,215

2億4,016

5億8,374

5,792

800

2,499

9億3,098

町 民 税

固定資産税

た ば こ 税

軽自動車税

そ の 他

小　計

地方交付税

町 債

国庫支出金

県 支 出 金

地方消費税交付金

そ の 他

小　計

▲

▲

▲

▲

▲

17億4,396

14億2,353

1億8,995

6,273

11億7,078

45億9,095
(50.5%)

23億5,599

6億7,620

3億7,613

5億2,814

3億1,200

2億4,451

44億9,297
(49.5%)

自
主
財
源

依
存
財
源

15億9,754

14億3,248

1億9,470

6,681

9億3,189

42億2,342
(43.8%)

24億3,814

9億1,636

 9億5,987

5億8,606

3億  400

2億1,952

54億2,395
(56.2%)

5億6,34590億8,39296億4,737合　　計

３ 月 定 例 会
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◎
平
成
22
年
４
月
か
ら
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
収
集
回
数
を
月
２
回
へ
実
施
。

96億4,737万円

39億1,332万円

245万円

 2億8,175万円

12億4,237万円

6億2,620万円

 3億3,075万円

国民健康保険

老 人 保 健

後期高齢者
医 療 保 険

流 域 関 連
公共下水道

一　般　会　計

特

　別

　会

　計

会計別当初予算額

収益的支出

資本的支出

4億9,102

3,431

▲ 3,354

9,590

▲ 9,519

▲ 1,180

6,869

2,323

▲ 1,653

736

5億6,345

23億2,381

12億8,137

13億3,581

10億1,505

10億6,587

7億6,136

5億8,844

3億7,546

1億2,025

2億1,650

90億8,392

28億1,483

13億1,568

13億  227

11億1,095

9億7,068

7億4,956

6億5,713

3億9,869

1億  372

2億2,386

96億4,737

民 生 費

公 債 費

衛 生 費

総 務 費

教 育 費

諸支出金

土 木 費

消 防 費

議 会 費

そ の 他

合　　計

歳出

約160億4,42総
額約160億4,42総
額約160億4,42総
額約160億4,42総
額

一般会計 一般会計 ～町財政の堅持に努力～

　
経
常
収
支
比
率
が
90
％
台
に
上
昇
す
る
な

ど
宇
美
町
の
財
政
状
態
は
厳
し
く
な
り
、今

後
も
続
く
と
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
厳
し
い
状
況
の
中
で
も
持
続

可
能
な
宇
美
町
を
目
指
し
、職
員
定
数
及
び

各
課
の
所
管
事
業
を
再
検
討
の
上
、平
成
17

年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
の
行
財
政
集
中
改
革

プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い
る
。

　
結
果
、実
施
項
目
ベ
ー
ス
に
し
て
約
80
％
、

削
減
効
果
額
に
し
て
５
年
間
の
累
積
額
約
７

億
５
千
万
円
を
達
成
し
て
い
る
。

　
平
成
18
年
度
か
ら
行
政
評
価
を
実
施
し
、

平
成
20
年
度
ま
で
に
事
務
事
業
の
約
57
％
を

点
検
し
て
い
る
。

　
将
来
に
向
け
て
、事
業
点
検
、責
任
会
計
、

予
算
の
枠
配
分
が
リ
ン
ク
し
た
予
算
制
度
に

す
べ
き
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
平
成
22
年
度「
事
業
別
予
算
制
度
」の
編
成

を
行
い
、行
財
政
改
革
を
一
層
推
進
す
る
た
め

外
部
の
視
点
を
採
り
入
れ
、事
業
の
検
証
を

行
う
予
定
。

　
予
算
編
成
に
お
い
て
、１
億
４
千
万
円
の
財

源
不
足
と
な
り
、特
定
事
業
費
財
政
基
金
等

か
ら
補
填
し
た
。

　
本
年
度
も
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
町
民

の
負
託
に
応
え
て
い
く
。 予

算
解
説

平
成
22
年
度

平成22年度 当初予算可決平成22年度 当初予算可決

（単位万円）
比　較科   目 前　年本　年

上
水
道
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●
議
会
選
出

　

町
監
査
委
員　

藤
野　

莞
嗣
氏　

（
再
任
）

● 

「
前
原
市
、
二
丈
町
、
志
摩
町
」
が
合

併
し
糸
島
市
に
。「
黒
木
町
、
立
花
町
、

矢
部
村
、
星
野
村
」
が
合
併
し
八
女
市

に
編
入
。
各
組
合
、
福
岡
県
介
護
保
険

広
域
連
合
及
び
福
岡
地
区
水
道
企
業
団

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増

減
で
そ
れ
ぞ
れ
の
規
約
を
変
更
す
る
。

平成 22年５月 15日発行
うみ町議会だより No.37
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● 

宇
美
町
国
民
健
康
保
険
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
は
、
高
齢
者
の
医
療
の
確
保

に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令
が
施
行
し
た
こ
と
に
伴
い
、

旧
被
扶
養
者
に
対
す
る
国
民
健
康
保
険

税
の
減
免
措
置
を
当
分
の
間
継
続
す
る

た
め
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

● 
宇
美
町
特
別
職
（
町
長
10
％
・
副
町
長

７
％
・
教
育
長
５
％
）
の
給
料
月
額
を

引
き
続
き
減
額
す
る
。

（
賛
成
10
：
反
対
３
で
可
決
）

● 

福
岡
県
暴
力
団
排
除
条
例
の
趣
旨
に
基

づ
き
、
宇
美
町
か
ら
暴
力
団
を
排
除
す

る
た
め
、
町
、
町
民
及
び
事
業
者
の
果

た
す
べ
き
役
割
、
暴
力
団
の
排
除
に
関

す
る
基
本
的
な
施
策
、
暴
力
団
員
等
に

対
す
る
利
益
の
供
与
の
禁
止
等
に
つ
い

て
定
め
た
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

● 

宇
美
町
立
保
育
園
の
保
育
料
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
は
、
保
育
所

運
営
費
国
庫
負
担
金
に
お
け
る
保
育
所

徴
収
金
基
準
額
表
の
階
層
を
７
区
分
か

ら
８
区
分
に
変
更
す
る
。

（
賛
成
11
：
反
対
２
で
可
決
）

● 

宇
美
町
立
保
育
園
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
は
、
入
所
保
育
児
童
数
の
増

加
に
伴
い
、
増
改
築
を
行
っ
た
早
見
保

育
園
の
定
員
を
75
名
か
ら
90
名
に
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

人
事
案
件

平
成
の
大
合
併
で
97
か
ら
60
に
減
少

条　

例　

審　

査

高
齢
者
の
減
免
措
置
継
続

町
長
・
副
町
長
・
教
育
長
給
与
カ
ッ
ト

宇
美
町
暴
力
団
排
除
条
例
制
定

保
育
料
の
世
帯
階
層
区
分
の
改
正

保
育
園
の
待
機
児
童
対
策
強
化

　政府は後期高齢者医療制度の廃止を公約に反
し、先送りしている。約束していた抑制措置を講
じないために、保険料の増加が予想される。政府
に対して公約どおりすみやかに廃止を求める。

（賛成２：反対11で否決）

後期高齢者医療制度の
すみやかな廃止を求める
提出議員　鳴海 圭矢・山野 芳則 計２名

意見書の提出について

　住宅リフォーム制度とは住民が地元業者にリ
フォームを依頼した場合、経費の一部を自治体が
助成するもの。国として地場中小零細業者向けの
住宅リフォーム助成の制度化を要望する。

（賛成５：反対８で否決）

住宅リフォーム助成の
制度化を求める

提出議員　山野 芳則・鳴海 圭矢 計２名

意見書の提出について

▲平成の大合併による市町村増減

▲増改築した早見保育園
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● 

平
成
21
年
３
月
に
締
結
し
た
「
宇
美
・

志
免
・
須
恵
業
務
シ
ス
テ
ム
再
構
築
事

業
」
基
本
協
定
に
基
づ
く
事
業
費

８
，
５
７
９
万
円

● 

次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
育
ち
を

支
援
す
る
た
め
、
平
成
22
年
度
に
お
い

て
中
学
校
終
了
前
ま
で
の
子
ど
も
一
人

に
つ
き
月
額
１
３
，
０
０
０
円
が
支
給

さ
れ
る
。

所
得
制
限
な
し

対
象
児
童
数
約
５
，
５
０
０
人

総
額
７
億
１
，
８
１
５
万
円

●
桜
原
小
学
校
学
童
保
育
所
整
備
事
業

２
，
５
０
０
万
円

●
早
見
保
育
園
プ
ー
ル
設
置
工
事２

３
０
万
円

●
貴
船
保
育
園
門
扉
設
置
工
事

１
２
０
万
円

●
昭
和
町
町
営
住
宅
電
気
容
量
変
更
工
事

９
９
６
万
円

●
坂
本
跨
道
橋
伸
縮
継
手
補
修
工
事

３
５
０
万
円

●
井
野
本
村
地
内
水
路
改
修
工
事６

０
０
万
円

●
大
久
保
林
道
入
口
舗
装
工
事

２
３
０
万
円

●
平
和
一
丁
目
地
内
道
路
舗
装
工
事

８
５
０
万
円

●
早
見
10
号
線
道
路
側
溝
改
良
工
事

３
５
０
万
円

●
桜
原
小
学
校
体
育
館
倉
庫
漏
水
補
修
工
事

２
０
０
万
円

●
宇
美
中
学
校
体
育
館
屋
根
改
修
工
事

６
０
０
万
円

　福岡県町村会の汚職事件は中島前副知事と山
本県町村会長が逮捕、起訴される事態となった。
　知事は今回の責任を明確にし疑惑の全容解明
と政治倫理条例を制定することを要求する。

（賛成２：反対11で否決）

県政、県町村会汚職事件の徹底解明と再発
防止のための県政治倫理条例制定を求める

提出議員　山野 芳則・鳴海 圭矢 計２名

意見書の提出について

　現在の分社体制を見直し、郵政３事業が一体的
に提供できるように政府が責任を持つ一社体制に
するために、民営化の抜本見直しを求める請願。

（賛成４：反対９で不採択）

郵政民営化の抜本見直しに関する請願
請願者　郵政産業労働組合　九州地方本部

執行委員長　森田佳人

紹介議員　鳴海 圭矢・中市 和博
　　　　　岸本 光男・山野 芳則 計４名

請　　　　願

予　

算　

審　

査

平
成
22
年
10
月
稼
働
予
定

　

電
算
業
務
シ
ス
テ
ム
構
築

平
成
22
年
６
月
支
給
開
始

　
　
　
　
　
　
　

子
ど
も
手
当

▲昭和町町営住宅

平成21年度補正予算
3,468万円を追加し
総額98億3,549万円

地域活性化
　　きめ細やかな
　　　　臨時交付金事業
国の平成21年度第２次補正
予算で措置された。

（全員賛成で可決）

▲坂本跨道橋



平成 22年５月 15日発行
うみ町議会だより No.37

６

古
賀 

ひ
ろ
子 

議
員

受診率向上

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　
　

公
費
負
担
を

町
長
：
無
料
ク
ー
ポ
ン
今
年
度
継
続

古
賀　

子
宮
頸
が
ん
は
ワ
ク
チ

ン
接
種
で
防
げ
る
病
気
。
予
防

す
る
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

公
費
で
助
成
す
る
考
え
は
な
い

か
。

町
長　

町
単
独
で
予
算
を
確
保

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　

今
後
、
国
に
お
い
て
公
費
助

成
を
検
討
さ
れ
れ
ば
、
近
隣
市

町
の
動
向
を
み
な
が
ら
検
討
し

た
い
。

町
長　

平
成
22
年
度
年
の
補
助

金
は
２
分
の
１
に
減
額
さ
れ
て

い
る
。
国
の
指
針
40
％
の
受
診

率
に
届
か
ず
、
昨
年
の
受
診
率

を
参
考
に
本
年
度
予
算
計
上

し
、
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
無

料
ク
ー
ポ
ン
事
業
を
継
続
す
る
。

　

昨
年
の
実
績
は
無
料
ク
ー
ポ

ン
対
象
者
延
２
，
８
０
６
名
。

　

使
用
率
は
子
宮
頸
が
ん
18
・

４
％
、
乳
が
ん
検
診
27
・
７
％
。

　

町
民
全
体
の
受
診
結
果
で
再

検
査
者
は
１
２
７
名
。

　

来
年
度
以
降
の
継
続
は
執
行

内
容
を
見
て
検
討
し
た
い
。

古
賀　

平
成
21
度
女
性
特
有
の

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
は

対
象
年
齢
が
５
歳
刻
み
に
な
っ

て
い
る
。
少
な
く
と
も
５
年
間

は
予
算
を
確
保
し
事
業
を
継
続

す
べ
き
だ
。
無
料
ク
ー
ポ
ン
の

年
齢
別
使
用
率
と
執
行
の
見
込

み
は
。

そ
の
他
の
質
問

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　
　
　
　

推
進
の
課
題

年齢別無料クーポン受診率

平成22年３月 15日現在

子宮頸がん

乳がん

20歳
6.0 
40歳
29.8

25歳
15.4
45歳
21.3

30歳
19.7
50歳
26.8

35歳
22.4
55歳
27.5

40歳
28.6
60歳
30.9

平均
18.4
平均
27.7

単位：％

西
依　

２
０
０
８
年
８
月
に

「
集
落
支
援
員
」
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。
住
民
生
活
の
維
持
や

集
落
存
続
へ
の
支
援
を
行
う
た

め
地
域
の
「
目
配
り
役
」
と
し

て
「
補
助
人
」
に
よ
る
集
落
の

課
題
改
善
に
期
待
が
高
ま
り
、

各
地
で
導
入
が
進
ん
で
い
る
。

　

同
制
度
を
宇
美
町
で
取
り
入

れ
て
は
ど
う
か
。

町
長　

当
町
は
、
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
職
員
を
中
心
に
高

齢
者
訪
問
を
行
い
、
見
守
り
の

必
要
な
高
齢
者
は
民
生
委
員
と

連
携
。
実
状
に
あ
っ
た
高
齢
者

福
祉
計
画
を
今
後
作
成
し
た
い
。

西
依　

民
生
委
員
が
い
な
い
行

政
区
に
民
生
委
員
を
配
置
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長　

当
町
に
は
38
名
の
民
生

委
員
と
２
名
の
主
任
児
童
委
員

計
40
名
い
る
。
民
生
委
員
法
の

基
準
や
民
生
委
員
推
薦
会
に
お

い
て
推
薦
す
る
。

西
依　

宇
美
町
に
は
49
の
行
政

区
が
あ
る
が
「
限
界
集
落
」
の

基
準
（
高
齢
化
率
50
％
）
の
行

政
区
の
数
を
聞
き
た
い
。

町
長　

当
町
で
高
齢
化
が
高
い

炭
焼
４
区
45
・
９
％
、
四
王
寺

区
41
・
２
％
、
末
広
区
34
％
で

現
在
は
、
限
界
集
落
は
な
い
。

西
依　

本
町
に
お
け
る
65
歳
以

上
の
高
齢
化
率
は
今
後
５
年
・

10
年
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い

く
と
試
算
し
て
い
る
か
。

町
長　

宇
美
町
の
高
齢
化
率
は

17
・
５
％
、
５
年
後
は
20
・
２
％

10
年
後
は
22
・
６
％
で
推
計
し

て
い
る
。

幸
（高）
齢
社
会

「集落支援員」
　　　　制度の導入を 

町長：高齢者福祉計画作成

西
依 

和
彦 

議
員

▲委託している在宅介護支援センター

 質  問 ここが聞きたい
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垣
内 

京
子 

議
員

年度別基金（貯金）町債（借入）地方交付税の状況

年度

16

17

18

19

20

基　金

36億７千万円

32億６千万円

23億５千万円

19億６千万円

17億５千万円

町　債

110億８千万円

112億８千万円

115億４千万円

115億０千万円

108億５千万円

地方交付税

29億３千万円

28億３千万円

26億５千万円

25億８千万円

24億９千万円

食　育

中
学
校
の

　
　
　

選
択
制
弁
当
給
食
は

教
育
長
：
学
校
給
食
の
充
実

年
ま
で
の
歳
入
の
見
込
み
、
歳

出
の
削
減
努
力
な
ど
財
政
健
全

化
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

町
長　

税
収
、
交
付
税
関
係
等

ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
状
況

で
あ
る
。

　

財
政
を
破
綻
さ
せ
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。

　

基
金
を
で
き
る
だ
け
使
わ
ず
、

今
後
５
年
間
に
つ
い
て
も
更
な

る
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
作
っ
て

検
討
し
て
い
く
。

19
億
円
も
減
少
し
た
こ
と
に
な

る
。
地
方
交
付
金
の
年
度
別
収

入
は
。

町
長　

国
か
ら
の
交
付
金
は
、

平
成
17
年
の
28
億
円
、
18
年
は

27
億
円
、
19
年
は
26
億
円
、
20

年
は
25
億
円
、
21
年
は
25
億
円

と
年
々
削
減
さ
れ
続
け
て
い
る
。

松
下　

こ
の
５
年
間
で
財
政
健

全
化
に
ど
う
取
り
組
ん
だ
か
。

町
長　

平
成
17
年
度
か
ら
21
年

度
ま
で
の
行
財
政
集
中
改
革
プ

ラ
ン
で
財
政
健
全
化
に
取
り
組

ん
だ
結
果
、
累
計
で
７
億
５
千

万
円
の
歳
出
削
減
が
で
き
た
。

松
下　

こ
れ
か
ら
５
年
後
の
26

松
下　

平
成
16
年
に
町
債(

借

入)

残
１
１
１
億
円
に
対
し
基

金(

貯
金)

残
は
37
億
円(

33
％)

で
あ
っ
た
。

　

４
年
後
の
平
成
20
年
に
は
同

１
０
９
億
円
に
対
し
同
18
億
円

(

16
％)

に
激
減
し
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
５
年
間
で
預
金
残
は

財　
　

政

この難局を
　　どう乗り越えるか

町長：５年間で７億５千万円削減

区
で
４
名
採
用
さ
れ
て
い
る
。

食
の
指
導
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
役
割
を
果
た
し
て

も
ら
う
。

　

食
育
面
は
、
管
理
栄
養
士
と

各
学
校
の
栄
養
士
、
県
の
栄
養

士
で
年
間
の
給
食
の
指
導
計
画

な
ど
推
進
し
て
い
る
。

垣
内　

旬
の
食
材
利
用
と
地
産

地
消
及
び
残
食
量
の
取
組
み
は
。

教
育
長　

地
元
食
材
を
よ
り
多

く
献
立
に
活
用
し
て
い
く
。
残

食
は
30
％
程
度
で
あ
る
。

　

給
食
を
通
じ
て
地
場
産
物
を
活

用
し
、
地
域
へ
の
愛
着
、
生
産
者

へ
感
謝
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

に
お
い
て
食
育
を
推
進
す
る
必

要
性
を
感
じ
る
。

　

５
年
間
の
利
用
状
況
の
推
移

と
検
証
は
。

教
育
長　

平
成
17
年
か
ら
順
に

52
％
、
56
％
、
65
％
、
68
％
、

５
年
目
の
21
年
度
は
67
％
利
用

さ
れ
て
い
る
。

垣
内　

パ
ン
利
用
の
状
況
は
。

教
育
長　

２
年
生
を
調
査
し
た

と
こ
ろ
宇
美
中
学
校
が
８
％
、

宇
美
東
中
学
校
12
％
、
宇
美
南

中
学
校
２
％
利
用
し
て
い
る
。

垣
内　

栄
養
教
師
の
配
置
や
食

育
の
推
進
は
。

教
育
長　

栄
養
教
師
は
糟
屋
地

垣
内　

中
学
校
の
選
択
制
弁
当

給
食
が
始
ま
っ
て
５
年
。

　

残
念
な
こ
と
に
複
数
の
保
護

者
か
ら
「
味
の
改
善
」
の
要
望

を
受
け
た
。　
　

　

委
託
業
者
に
努
力
し
て
頂
く

の
が
第
一
だ
が
、
味
覚
に
は
個

人
差
が
あ
り
、
そ
の
他
に
教
育

松
下 

弘
毅 

議
員

▲中学校選択制弁当給食メニュー

Q＆A 一  般  
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町
長　

一
般
会
計
・
上
下
水
道
会

計
・
21
年
度
の
繰
越
明
許
費
で
約

７
億
円
程
度
予
算
化
し
て
い
る
。

　

事
業
・
臨
時
交
付
金
事
業
等

全
体
地
場
産
業
支
援
は
、
地
元

業
者
を
優
先
指
名
し
発
注
、
入

札
制
度
の
見
直
し
で
前
払
い
金

制
度
や
部
分
払
い
の
請
求
の
改

正
改
善
を
予
定
し
て
い
る
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
社

会
補
償
費
そ
の
他
の
経
費
も
増

加
し
て
い
る
。

　

今
後
は
町
単
独
の
公
共
工
事

を
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
は

な
か
な
か
難
し
い
と
考
え
て
い

る
。

藤
野　

平
成
22
年
度
当
初
予
算

編
成
の
留
意
点
と
事
業
別
予
算

制
度
は
。

町
長　

景
気
の
低
迷
に
よ
り
、

町
税
等
の
増
収
は
見
込
め
な
い

状
況
下
、
事
務
事
業
の
見
直
し

や
検
証
、
役
場
内
部
の
自
己
点

検
だ
け
で
な
く
、
外
部
の
目
を

通
し
た
「
行
政
経
営
委
員
会
」

で
の
点
検
や
事
前
評
価
の
実
施

を
検
討
し
て
い
る
。

藤
野　

地
場
産
業
の
育
成
と
支

援
は
、
こ
の
当
初
予
算
の
中
で

反
映
さ
れ
て
い
る
か
、
公
共
工

事
・
修
繕
費
の
比
率
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

藤
野　

町
の
財
政
指
数
を
示
す

経
常
収
支
比
率
の
上
昇
傾
向
は

何
を
示
し
て
い
る
の
か
。

町
長　

町
の
財
政
構
造
の
硬
直

化
が
進
ん
で
い
る
。

　

今
し
ば
ら
く
は
こ
の
比
率
の

高
い
水
準
が
続
く
と
見
込
ん
で

い
る
。

藤
野 

莞
嗣 

議
員

▲宇美中学校屋根補修工事予定

財　　政

当
初
予
算
の
ポ
イ
ン
ト
は

町
長
：
財
政
構
造
の
硬
直
化
が
進
行

町
長　

宗
像
の
道
の
駅
は
国
道

４
９
５
号
線
と
県
道
が
隣
接

し
、
総
事
業
費
約
６
億
５
千
万

円
、
国
が
１
億
４
千
万
円
、
県

が
５
千
２
０
０
万
円
、
合
併
特

例
債
が
約
４
億
、
残
金
は
一
般

財
源
と
聞
い
て
い
る
。

　

県
と
十
分
協
議
し
な
け
れ
ば

県
道
35
号
線
で
は
で
き
な
い
。

　

予
算
や
場
所
の
問
題
等
、
困

難
で
は
あ
る
が
可
能
性
を
探
っ

て
い
く
。

町
長　

平
成
20
年
度
の
観
光
客

数
実
績
で
四
王
寺
県
民
の
森
約

24
万
６
千
人
、
宇
美
八
幡
宮
約

60
万
人
、
昭
和
の
森
バ
ン
ガ

ロ
ー
利
用
者
１
，
３
０
０
名
を

含
め
、
約
１
万
２
千
人
。

　

観
光
施
設
を
つ
な
ぐ
周
遊
コ

―
ス
の
設
定
、
交
通
網
の
整
備
、

案
内
板
の
設
置
な
ど
課
題
が
山

積
研
究
を
進
め
た
い
。

中
市　

道
の
駅
誘
致
に
つ
い

て
、
県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
交
通
量
の
多
い
県
道
35
号
線

沿
い
に
誘
致
す
れ
ば
、
地
元
住

民
や
企
業
に
大
き
な
波
及
効
果

が
生
ま
れ
な
い
か
。

中
市　

町
の
歴
史
と
文
化
財
を

主
体
と
し
た
振
興
策
に
つ
い

て
、
ま
た
、
老
舗
企
業
を
主
体

と
す
る
観
光
事
業
を
思
い
き
っ

て
手
を
加
え
れ
ば
県
内
で
も
有

名
な
観
光
地
に
な
る
の
で
は
。

当
町
に
訪
れ
る
観
光
客
数
と
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
計
画
は
。

町
の
活
性
化 町長： 関係団体と連携

中
市 

和
博 

議
員

▲宇美八幡宮

観光事業と道の駅

 質  問 ここが聞きたい
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と
、
他
の
予
算
、
他
の
サ
ー
ビ

ス
を
削
減
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

国
保
税
の
引
き
下
げ
に
つ
い

て
は
考
え
て
い
な
い
。

　

で
き
れ
ば
一
般
会
計
の
繰
り

入
れ
を
少
な
く
す
る
方
法
を
検

討
し
た
い
。

　

こ
れ
以
上
の
一
般
会
計
の
繰

入
金
は
困
難
だ
と
思
う
。

　

福
岡
市
で
は
国
民
健
康
保
険

料
の
引
き
下
げ
を
求
め
る
署
名

運
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

国
民
健
康
保
険
は
憲
法
25
条

に
も
と
づ
く
国
民
皆
保
険
の
土

台
で
あ
る
。

　

宇
美
町
の
国
民
健
康
保
険
が

誰
で
も
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
保
険
税
の
引
き
下
げ
を

求
め
る
。

町
長　

国
保
会
計
は
こ
こ
５
年

間
、
平
均
で
約
２
億
６
０
０
０

万
円
程
度
、
毎
年
一
般
会
計
か

ら
赤
字
分
の
繰
り
入
れ
を
し
て

い
る
。

　

こ
の
繰
入
金
額
を
増
額
す
る

鳴
海　

長
引
く
不
況
の
下
、
町

民
の
生
活
は
大
変
、
厳
し
い
状

態
に
あ
る
。

　

と
り
わ
け
国
民
健
康
保
険
税

の
負
担
は
大
き
く
、
宇
美
町
で

も
加
入
世
帯
の
内
、
８
世
帯
に

１
世
帯
が
滞
納
に
追
い
込
ま
れ

て
い
る
。

鳴
海 

圭
矢 

議
員

▲国保窓口

福　　祉

国
民
健
康
保
険
税
の

　
　
　
　
　
　

引
き
下
げ
を

町
長
：
こ
れ
以
上
の
繰
入
金
は
困
難

公
共
料
金

ごみ袋の料金等を
　　もとに戻したいが

町長： ごみ減量が目的

そ
の
他
の
質
問

● 

小
学
校
６
年
生
ま
で
子
ど

も
の
医
療
費
を
無
料
に
。

と
い
う
考
え
方
も
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
値
上
げ
、

有
料
化
の
根
本
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。

町
長　

ご
み
袋
の
値
上
げ
に
つ

い
て
は
平
成
20
年
の
６
月
議
会

に
提
案
し
て
、
９
月
議
会
で
可

決
し
た
。

　

分
別
収
集
を
す
る
こ
と
で
ご

み
の
量
、
処
理
費
を
一
円
で
も

少
な
く
し
た
い
と
い
う
こ
と
が

根
本
で
、
現
在
約
一
割
が
減
量

さ
れ
て
い
る
。

　

燃
え
る
ご
み
袋
の
料
金
を
変

え
る
こ
と
で
分
別
収
集
を
進
め

て
い
く
。

山
野　

昨
年
ご
み
袋
の
料
金
が

値
上
げ
さ
れ
た
。
公
共
料
金
と

し
て
は
異
例
と
も
言
え
る
、
一

気
に
３
倍
の
値
上
げ
と
な
っ

た
。
加
え
て
、
下
水
道
使
用
料
、

公
の
施
設
の
使
用
料
値
上
げ
、

原
則
有
料
化
も
実
施
さ
れ
た
。

　
「
他
町
に
あ
わ
せ
た
だ
け
」

山
野 

芳
則 

議
員

▲ごみ袋

　

処
理
費
の
20
％
程
度
を
ご
み

袋
の
収
入
で
賄
い
た
い
と
考
え

て
い
る
が
、
他
町
並
の
50
円
を

前
提
に
価
格
設
定
し
た
。

そ
の
他
の
質
問

● 

福
祉
バ
ス
の
運
行
拡
大
を

住
民
の
足
の
確
保
に

● 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
の
創
設
で
補
修
、
改
修

の
き
っ
か
け
に

Q＆A 一  般  
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議
会
運
営
委
員
会

　
議
会
の
運
営
や
活
動
の
あ
り
方
に
つ

い
て
問
題
点
を
と
ら
え
て
調
査
研
究

し
、
よ
り
適
正
円
滑
な
議
会
運
営
に
資

す
る
権
限
が
あ
り
ま
す
。

　
　

委
員
長　

古
賀
ひ
ろ
子

　
　

副
委
員
長　

犬
塚
　
　
齊

　
　

委　
　

員　

藤
木
　
　
匠

　
　

委　
　

員　

垣
内
　
京
子

　
　

委　
　

員　

鳴
海
　
圭
矢

　平成22年２月21日に行われた町議会議
員の選挙で、14人の議員が決まりました。
　今回は16人の定数を14人に削減しての
選挙でした。
　３月11日の定例議会で、議長に白水英至
議員、副議長に古賀ひろ子議員を選出しまし
た。
　常任委員会は３委員会から２委員会にな
り、新しい委員会構成も決まりました。
　また、議会運営委員会委員、組合議員、議
会広報特別委員会委員も決まり新たな体制で
スタートしました。

▲議長　白水英至

▲副議長　古賀ひろ子

行
は
後
年
度
、
そ
れ
ぞ
れ
の
割

合
で
交
付
税
措
置
さ
れ
る
。

　

国
の
補
助
金
・
交
付
金
を
一

括
し
て
交
付
す
る
一
括
交
付
金

は
平
成
23
年
度
以
降
か
ら
徐
々

に
実
施
さ
れ
る
見
透
し
で
あ

る
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
町
の
改
革

プ
ラ
ン
を
早
急
に
策
定
し
て
い

き
た
い
。

金
特
別
交
付
税
な
ど
不
透
明
の

中
、
宇
美
町
の
予
算
編
成
の
対

応
と
今
後
の
財
政
運
営
戦
略
・

長
期
計
画
を
示
し
、
町
民
の
不

安
に
対
し
て
答
弁
を
お
願
い
し

た
い
。

町
長　

こ
の
交
付
金
事
業
で

は
、
事
務
作
業
量
は
増
大
し
た

が
、
平
成
20
年
・
21
年
度
の
地

域
活
性
化
臨
時
交
付
金
で
公
共

工
事
に
着
手
で
き
た
の
は
大
変

大
き
な
効
果
で
あ
っ
た
。

　

臨
時
財
政
対
策
債
は
、
後
年

度
１
０
０
％
交
付
税
で
充
当
さ

れ
る
。

　

そ
の
他
、
今
年
度
の
起
債
発

犬
塚　

政
権
交
代
に
よ
る
平
成

22
年
度
、
国
の
予
算
も
成
立
し

た
。

　

財
政
の
先
行
き
が
不
安
で
あ

り
特
に
地
方
自
治
体
に
と
っ
て

は
、
仕
事
量
と
借
金
を
増
加
す

る
予
算
編
成
と
感
じ
る
。

　

減
収
補
て
ん
債
・
一
括
交
付

財　
　

政
町長： 改革プランは早急に策定

犬
塚 

齊 

議
員

▲平和１丁目地内法面崩壊防止工事

町の財政運営戦略は
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　住民課、健康福祉課、環境課、建設課、上
下水道課、地域振興課の調査、審査をする委
員会です。

建設厚生常任委員会

　
　
　
委
員
　
岸
本
　
光
男

委
員
　
鳴
海
　
圭
矢

　
　
　
委
員
　
中
市
　
和
博

委
員
　
藤
野
　
莞
嗣

　
　
委
員
長
　
藤
木
　
　
匠

委
員
　
松
下
　
弘
毅

　
副
委
員
長
　
西
依
　
和
彦

　政策経営課、総務課、税務課、学校教育課、
社会教育課、会計室の調査、審査をする委員
会です。

総務文教常任委員会

　
　
　

委
員
　
古
賀
ひ
ろ
子

委
員
　
櫻
木
　
　
悟

　
副
委
員
長
　
垣
内
　
京
子

　
　
委
員
長
　
犬
塚
　
　
齊

委
員
　
飛
賀
　
貴
夫

　
　
　
委
員
　
山
野
　
芳
則

　私たちの宇美町をより快適で住みよいまちにするためには、地域社会の問題
について、住民すべてが集まり、町政を運営することは困難ですので、住民の
代表である町議会や町長が中心となって町政を運営しています。
　町議会は町政の方針を決定したり、町政が適正に行われているかをチェック
します。
　町議会と町長は独立・対等な立場にあり、お互いにけん制・協力し合ってよ
り良い町政の実現を目指しています。

北筑昇華苑組合議会議員
藤木　　匠

粕屋南部消防組合議会議員
白水　英至
犬塚　　齊

宇美町・志免町衛生施設
組合議会議員

白水　英至・松下　弘毅
藤野　莞嗣・西依　和彦
垣内　京子・飛賀　貴夫

福岡県介護保険広域連合
議会議員
安川　　博

福岡県後期高齢者医療
連合議会議員
安川　　博

町議会の役割
議 会 選 出
組合議会議員



う
み
議
会
だ
よ
り
第

　号
37

◇
発
行
・
福
岡
県
宇
美
町
議
会

◇
編
集
・
議
会
広
報
特
別
委
員
会

◇
発
行
日
・
平
成
22
年
5
月
15
日

〒
８
１
１
‐
２
１
９
２
　
福
岡
県
糟
屋
郡
宇
美
町
５
丁
目
１
番
１
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
９
２
‐
９
３
４
‐
２
２
４
８
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
９
２
‐
９
３
３
‐
２
２
８
１

E
-M
ail

　g
ikai@

m
ail.to

w
n
.u
m
i.fu
ku
o
ka.jp

【
発
行
責
任
者
】

　
　
議
　
　
　
長
　
　
　
白
　
水
　
英
　
至

【
議
会
広
報
特
別
委
員
会
】

　
　
委
　
員
　
長
　
　
　
古
　
賀
　
ひ
ろ
子

　
　
副
委
員
長
　
　
　
松
　
下
　
弘
　
毅

　
　
委
　
　
　
員
　
　
　
藤
　
野
　
莞
　
嗣

　
　
委
　
　
　
員
　
　
　
櫻
　
木
　
　
　
悟

　
　
委
　
　
　
員
　
　
　
飛
　
賀
　
貴
　
夫

　
　
委
　
　
　
員
　
　
　
鳴
　
海
　
圭
　
矢

４年間よろしくお願いします。４年間よろしくお願いします。４年間よろしくお願いします。

鳴 海

飛 賀松 下古 賀白 水櫻 木

藤 野

議会だよりへのご意見・ご感想をお待ちしております。

※ 詳しくは５月下旬に宇美町議会事務局(TEL092-934-2248)まで
お問い合わせください。

議会は年４回(３月・６月・９月・12月）に定例議会が開かれます。
複雑な手続きは必要ありません。

役場３階の傍聴席入口で住所・氏名を記入し、ご入場ください。
次回の定例議会は、６月中旬に開会予定です。

議会を傍聴しませんか!

議会からのお知らせ

ベストショットうみＢＥＳＴ　ＳＨＯＴ

昭和の森花満開！

◇
印
刷
・
㈱
四
ヶ
所
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